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○議長（茅沼隆文） 

 それでは、日程第３ 議案第９号 平成２８年度開成町下水道事業特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。 

 予算書の説明を担当課長に求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 それでは、議案を読みあげます。 

 議案第９号 平成２８年度開成町下水道事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成２８年度開成町の下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，

４７０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億９，０３９万１，

０００円とする。第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額

並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債補正。第２条、地方自治法第２３０条第２項の規定による地方債の変更は、

「第２表 地方債補正」による。 

 平成２９年３月７日提出、開成町長、府川裕一。 

 それでは、次の２ページをおめくりください。 

 第１表、歳入歳出予算補正の歳入でございます。２款使用料及び手数料から７款町

債まで、補正額、２，４７０万円の減額、補正後の歳入合計、５億９，０３９万１，

０００円です。歳出は１款総務費から５款予備費まで、補正額、２，４７０万円の減

額、補正後の歳出合計は同じく５億９，０３９万１，０００円です。 

 次の４ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債補正。起債の目的、公共下水道事業、限度額、補正前６，９８０万

円、補正後５，０８０万円で、１，９００万円の減額です。流域下水道事業、限度額、

補正前１，２３０万円、補正後４６０万円で、７７０万円の減額です。合計、補正前

８，２１０万円、補正後５，５４０万円で、２，６７０万円の減額です。起債の方法、

利率、償還の方法は、記載のとおりでございます。 

 １０ページ、１１ページをお願いします。明細書で御説明をいたします。 

 ２の歳入です。２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料、説明欄、

下水道使用料、３，０００万円の増額は、事業系の排水量が当初見込みより増えたた

め増額するものでございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道事業費国庫補助金、説明欄、社会資

本整備総合交付金、３００万円の減額は、国庫補助額が確定したことによる減額でご

ざいます。 

 ４款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、２，５００万円の減額は、

下水道使用料の増額により減額するものでございます。 

 ７款町債、１項町債、１目下水道事業債、説明欄、公共下水道事業債、１，９００
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万円の減額は、起債対象工事の執行減による減額でございます。 

 流域下水道事業債、７７０万円の減額は、流域下水道負担金の減による減額です。 

 次の１２ページ、１３ページをお願いします。 

 ３の歳出です。１款総務費、１項下水道総務費、２目施設管理費、説明欄、施設維

持管理工事費等です。２２０万円の減額は、マンホール周辺舗装工事及び道路工事に

伴うマンホール高調整工事等の工事箇所数が減ったために減額をするものです。 

 ２款事業費、１項下水道事業費、１目公共下水道事業費、説明欄、国庫補助対象事

業工事費、１，７００万円の減額及び町単独事業工事費、５００万円の減額は、入札

差金による減額です。 

 ３款流域下水道費、１項流域下水道費、１目流域下水道費、説明欄、流域下水道事

業建設費負担金、３１０万円の減額及び流域下水道事業維持管理費負担金、５２０万

円の減額は、酒匂川流域下水道処理場の建設費及び維持費の入札差金等に伴う負担金

の減額です。 

 ４款公債費、１項公債費、２目利子、説明欄、償還利子、１８０万円の減は、平成

２７年度借り入れ分の利子の利率が低くなったため減額するものです。  

次の１４、１５ページをお願いいたします。 

 ５款予備費、１項予備費、１目予備費、補正額９６０万円は予備費に計上するもの

でございます。 

 次の１６ページをお願いいたします。 

 地方債の前々年度末及び前年度末における現在高、並びに当該年度末における現在

高の見込に関する調書です。区分欄の（１）公共下水道から（４）補償金免除繰上償

還借換債までは、記載のとおりでございます。表右側の補正後の額、当該年度末現在

高見込は、普通債総額で２６億２，３０１万３，０００円となります。  

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（茅沼隆文） 

 説明が終わりましたので、質疑に入ります。 

 質疑をどうぞ。 

 １番、佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

 １番、佐々木昇です。 

 １３ページの施設管理費、施設維持管理工事費等というところで、今、説明の中で

マンホール工事箇所数が減少したということですけれども、これ、当初予算というか、

そういうところを考えるときに、その場所を限定しないで、ある程度の箇所数、数と

いうことで出されるのか、その辺、確認させてください。 

○議長（茅沼隆文） 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 こちらのマンホール周辺舗装及びマンホールの調整につきましては、当初につきま
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しては、まず県道、町道の舗装の打ちかえ、そちらに伴いましてマンホールの高さの

調整が必要な箇所というところで箇所数を把握しております。それと、もう一つは、

下水道管の管渠の調査のときに把握した中で、マンホールの周りのところの中のさび

等、中の異常があったところを把握した中で箇所数を把握しております。それ以外に

つきましては、多少、人孔の調整とかというところにつきましては急遽発生するとい

う中で、プラス２、３カ所を見ております。 

○議長（茅沼隆文） 

 佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

 今、舗装のところのマンホール、人孔ですけれども、舗装されていないところのそ

ういうマンホールの段差とか、ああいうところというのは、ここの事業とはまた別と

いうところで考えたほうが良いのでしょうか。 

○議長（茅沼隆文） 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 舗装の段差等につきましても、施設維持管理の工事費等で、箇所は当初、予定をし

ております。 

○議長（茅沼隆文） 

 佐々木議員。 

○１番（佐々木昇） 

 舗装されていないところでそういう段差が目立つところが、私、あると感じている

のですけれども、この箇所数、減ということでマイナスになっていますが、その辺に

お金を回せることというのはできないのでしょうか。 

○議長（茅沼隆文） 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

 失礼しました。私のほうで質問の回答を間違っていました。舗装されていないとこ

ろというところで、申し訳ありません、舗装されていないところにつきましては、箇

所としては当初のときには把握をしておりませんでした。今年度は、そういう舗装さ

れていないマンホールの段差という中で、２カ所、こちらの予算の中で周りの舗装と

いうものを実施していく予定でございます。 

○議長（茅沼隆文） 

９番、井上議員。 

○９番（井上三史） 

９番、井上です。 

１０ページ、１１ページの１項使用料ですけれども、下水道使用料が３，０００万

円増えたということは大変好ましいことなのですけれども、これは単純に下水道の接

続量はどのくらい増えているのか、その辺の数字なのですけれども。下水道の使用そ
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のものが増えているのと、それから接続量が増えているのが両方微妙に絡んでいると

は思うのですけれども、開成町の現在の下水道接続というのがどのくらいになってき

ているのかも含めて。 

その背景は、実は、農業用の用水路に冬季、秋の後半から冬季ですけれども、水が

ないときに川がにおいがあってというふうな苦情が多かったところが、今年、あまり

聞かなくなってきているのです。多分、土地改良区で冬季にも水を少し流すという配

慮があるのでしょうけれども、実際の下水道の接続の効果というのがどのくらいある

のかも含めて、この辺の３，０００万円の増額になった背景を教えてください。 

○議長（茅沼隆文） 

上下水道課長。 

○上下水道課長（熊澤勝己） 

まず、今、使用料が増額になった背景のところで御説明します。先程も一般会計で

御説明したとおり、下水道の使用量につきましては、大きな排水をされている各企業

の方に年度当初、来年度、どのぐらい排出するかという部分でお話を聞いております。

その中で、昨年の夏ぐらいから排水量が少なくなるという企業側の予測がかなりあり

ましたので、そちらを見込んだ中で当初、こちらの使用料の予算を計上させていただ

いています。実際、夏以降を過ぎても各企業の排水が当初報告されたよりも減らなか

ったという中で、まず下水道使用量の量が落ちなかった部分で使用料が上がったとい

うもので、今回、使用料の増額をさせていただいているということです。  

あと、接続に関してですけれども、細かな数字は、すみません、把握をしていない

のですけれども、まず既存の、まだ下水道をつなげていない家で下水道がつなげられ

るというところの中は、現在、２１０件程度あります。その中で、今年度、１月現在

ですけれども、下水道を接続された家というのが約１０件程度あります。それ以外で

新築の家につきましては、今現在、１６０件程度の下水道の接続、こちらにつきまし

ては新築になりますので、水道と下水道をつないでいるという状況でございます。  

○議長（茅沼隆文） 

井上議員。 

○９番（井上三史） 

大分、分かりました。この３，０００万円の背景は、多くは企業の関係だというこ

とが分かりました。ありがとうございます。 

○議長（茅沼隆文） 

ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」という者多数） 

○議長（茅沼隆文） 

質疑がないようですので、質疑を終了し、討論を行います。 

討論のある方、いらっしゃいますか。 

（「なし」という者多数） 

○議長（茅沼隆文） 
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討論もないようですので、採決を行います。 

議案第９号、平成２８年度開成町下水道事業特別会計補正予算（第３号）について、

原案に賛成の方の起立を求めます。 

 （起 立 全 員） 

○議長（茅沼隆文） 

 着席ください。起立全員によって可決いたしました。 

  

 


